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フューチャー、「AI 駆動開発」を複数プロジェクトへ本格展開 
設計開発プラットフォームと構造化された設計情報を活用し開発生産性 3 倍へ 

 

フューチャー株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：谷口友彦、以下フューチャー）は、主要事業会社

のフューチャーアーキテクト株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：齋藤洋平、以下フューチャーアーキ

テクト）とともに、「経営と AI をデザインする」というコンセプトのもと、当社が開発した「設計開発プラットフォーム」を中

核とする「AI駆動開発」を複数プロジェクトへ順次適用し、開発プロセスの変革を本格化します。 

 

開発工程における AI エージェント活用を起点に、設計・開発プロセス全体に AI を組み込んだ高度なプラットフォ

ームへと進化させます。画面、帳票、ビジネスロジック、インターフェース、テスト観点などの設計情報を、AI が扱いや

すい構造化された開発資産として蓄積・活用し、AI エージェント、標準アーキテクチャ、品質ガードレールと連携させ

ることで、エンタープライズシステムに求められる品質・セキュリティ・ガバナンスを担保しながら、2027 年までに開発工

程の生産性 3倍を目指します。 

 

近年、企業におけるシステム開発の現場において、AI に仕様を与えて設計・開発・テストを進める「仕様駆動開発」

への関心が高まっています。一方で、基幹システムをはじめとするエンタープライズ領域のシステム開発では、業務

仕様、既存システム連携、品質、セキュリティ、運用、監査などを横断的に統制する必要があります。仕様書をAIに読

ませるアプローチだけでは、複雑なシステム全体の整合性や、長期運用に耐える品質を十分に担保することが難しい

場合があります。 

 

フューチャーは、生成 AI の普及以前から、エンタープライズ領域において、経営・業務・IT を一体で捉えたシステ

ム構築、標準アーキテクチャの整備、設計情報の管理、品質統制、既存システムの解析に継続して取り組んできまし

た。今回の AI駆動開発は、これらの蓄積を AI時代の開発プロセスへ進化させる取り組みです。AIが正しい仕様・設

計情報を参照できるようにするために、当社が開発した「設計開発プラットフォーム」に設計情報を蓄積し、蓄積され

た設計情報をもとに AI が開発標準に沿って成果物を生成します。そして、人と品質ガードレールが検証することで、

AIによる開発スピードの向上をエンタープライズ品質へとつなげます。 
 

※仕様・設計情報を設計開発プラットフォームに蓄積し、AI エージェント、人の判断、品質ガードレールを組み合わせることで、エンター

プライズ品質へつなげる AI 駆動開発モデル 
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■フューチャーの AI駆動開発の主な特長 

1． 仕様・設計情報を起点とした AI活用 

画面、帳票、ビジネスロジック、インターフェース、テスト観点などの設計情報を、AIが参照・処理しやすい構

造化された開発資産として、当社が開発した「設計開発プラットフォーム」に蓄積します。これにより、AIが曖

昧な指示や断片的な文書に依存するのではなく、正しい設計情報をもとに開発・レビュー・テストを支援でき

る環境を整備します。 

2． 長年の標準化資産を活用した再現性の高い開発 

標準アーキテクチャ、開発標準、共通部品、品質管理の仕組みを長年にわたり整備してきました。AI駆動開

発では、これらの標準化資産を AIエージェントと連携させることで、属人的なプロンプトや指示に依存しにく

い再現性の高い開発プロセスを目指します。 

3． 人と AIの協調によるエンタープライズ品質の実現 

設計情報をもとに目的別の AIエージェントがコード生成、修正、レビュー、テスト支援を行います。生成され

た成果物は、人が業務判断や例外処理を加え、品質ガードレールを通じて確認します。AIを人の代替として

ではなく、人がより高度な判断と品質責任に集中するためのパートナーとして開発プロセスに組み込みます。 

4． 品質・セキュリティ・ガバナンスを担保する品質ガードレール 

AI生成物をそのまま受け入れるのではなく、静的解析、セキュリティチェック、単体テスト、レビュー、アーキテ

クチャ制約との整合確認などを通じて品質を確認します。また、AIへの指示、参照した設計情報、レビュー指

摘、修正履歴などの証跡を残すことで、開発プロセスの透明性とガバナンスを高めます。 

5． 既存システム資産の活用 

独自のソースコード解析ソリューション「Futurefraqta」*をはじめとする既存システム解析技術を活用し、現行

システムの構造や依存関係を可視化します。これにより、レガシーシステム刷新や基幹システム再構築にお

いても、現行資産を踏まえた AI活用を進めることが可能になります。 

当社は、AI 駆動開発による生産性向上を単なる工数削減ではなく、より多くのお客様に高品質な DX・基幹システム

刷新を提供するための開発体制強化と位置づけています。AI を活用した開発プロセス変革により、同じ人員規模で

もより多くの高難度プロジェクトに対応できる体制の強化を進め、お客様の経営課題解決と持続的なビジネス成長に

貢献します。 
 
フューチャーは、1989 年の創業以来、特定のベンダーに依拠することなく、テクノロジーを中立に評価・厳選し、お

客様にとって最適なアーキテクチャをデザインする独自のコンサルティングサービスを提供してきました。フューチャ

ーアーキテクトは、流通・小売、卸売、製造、エネルギー、金融、公共など様々な業種業界において、戦略立案から実

装、運用までを一貫して支援しています。業界に根差した深い業務知見と、AI をはじめとした先端テクノロジーに精

通したコンサルタントが、お客様の DX実現を支援しています。今後も、「経営と AIをデザインする」というコンセプトの

もと、AI 駆動開発を通じてエンタープライズシステム開発の生産性と品質を高め、より多くのお客様とともに社会課題

の解決を目指します。 

 

＊Futurefraqtaは、フューチャーの大規模システム刷新プロジェクトで培ったノウハウをもとに 

ブラックボックス化したシステム全体をデータとして可視化する独自のソースコード解析ソリュ 

ーションです。システムの総量、システム間の結合度、データフロー、依存関係などを分析し 

経営・業務・システムの観点から最適なシステム設計と安全な移行計画の立案を支援します。 

https://www.future.co.jp/architect/our_service/solution/futurefraqta/ 

 

参考プレスリリース： 

⚫ フューチャー、AI 社会実装 No.1 カンパニーを目指しステートメントを発表 

～「AI 駆動開発」による生産性 3 倍と AI×IT のトータルデザインにより社会課題解決を加速（2026 年 4 月 30 日） 

https://www.future.co.jp/press_room/PDF/PressRelease_FUTURE_AIstatement_20260430.pdf 
 

⚫ フューチャー、生成 AI 時代におけるレガシーシステム刷新プランを提供 

「ファクトベースモダナイゼーション」により最適な移行方式を選択可能に（2026 年 5 月 29 日） 

https://www.future.co.jp/press_room/PDF/PressRelease_NewModernizationPlan_260529.pdf 

 
■本プロジェクトに関するお客様からのお問い合わせ先 
フューチャー株式会社 Core Technology Group 星 
https://www.future.co.jp/apps/contact/fai/service_solution_entry.php 

 
■報道機関からのお問合せ先 
フューチャー株式会社  広報 ：石井  TEL：03-5740-5721 

  お問い合わせフォーム ：https://www.future.co.jp/apps/contact/corp/press_interview_entry.php 
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